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◇
会
長
あ
い
さ
つ
◇

平
成
29
年
度
、
河
浦
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
会
長

の
中
村
で
す
。
河
浦
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
は
、

エ
ン
ジ
ョ
イ
ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会
や
地
区
対
抗
総
合

球
技
大
会
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
事
業
の
他
に
、
ま
ち

づ
く
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
と
し
て
平
成
27
年
度
か

ら
「
河
浦
ま
ち
づ
く
り
計
画
５
策
」
を
行
っ
て
３

年
目
と
な
り
ま
す
。
今
年
度
は
、
歴
史
文
化
探
索

マ
ッ
プ
の
活
用
、
薬
草
講
演
会
、
し
め
縄
づ
く
り

講
習
会
、
漬
物
コ
ン
テ
ス
ト
や
、
狩
猟
女
子
講
演

会
な
ど
の
活
動
に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。

「
長
崎
と
天
草
地
方
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
関
連

遺
産
」
の
７
月
の
登
録
の
機
運
は
高
ま
っ
て
お

り
、
河
中
生
徒
の
﨑
津
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
も

好
評
で
す
。
皆
さ
ん
の
力
を
集
結
し
更
な
る
河
浦

の
発
展
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
の
活
動
を

掲
載
し
ま
し
た
の
で
、
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

河
浦
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
長

中
村
美
生
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「
天
草
の
﨑
津
集
落
」
の
世
界
遺
産
登

録
を
応
援
す
る
寄
附
が
あ
り
ま
し
た

５
月
２
日
に
「
天
草
チ
ヤ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会

実
行
委
員
会
」
委
員
長
池
田
正
三
郎
様
よ
り
８
万

９
千
円
、
本
渡
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
天
草
本
渡

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
天
草
中
央
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
、
天
草
本
渡
青
年
会
議
所
の
「
４
ク
ラ
ブ
チ

ヤ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会
実
行
委
員
会
」
よ
り
８
万

円
の
合
計
16
万
9
千
円
の
寄
附
が
あ
り
ま
し

た
。当

初
、
購
入
価
格
の
半
額
補
助
で
170
着
の
ポ

ロ
シ
ャ
ツ
を
作
成
し
て
世
界
遺
産
登
録
の
機
運
を

高
め
る
予
定
で
し
た
が
、
た
い
へ
ん
好
評
で
400

着
の
注
文
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
ふ
る
さ
と
応
援

寄
附
金
も
活
用
し
希
望
し
た
住
民
全
て
に
行
き
渡

る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

「
天
草
市
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
（
ふ
る
さ
と
納

税
）
」
は
、
天
草
の
特
産
品
の
他
に
今
年
度
よ
り

友
好
交
流
町
の
北
海
道
浦
河
町
の
特
産
品
も
新
た

に
選
べ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
も
「
河
浦
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
へ
平

成
30
年
3
月
ま
で
に
、
石
田
智
也
様
（
東
京

都
）
、
野
口
昌
彦
様
（
東
京
都
）
、
大
土
井
律
之

様
（
広
島
県
）
、
池
田
稔
様
（
熊
本
県
）
、
磯
崎

丈
夫
様
（
東
京
都
）
、
牧
野
充
洋
様
（
静
岡

県
）
、
三
宅
信
太
郎
様
（
大
阪
府
）
、
上
田
泰
裕

様
（
埼
玉
県
）
、
平
野
悠
之
介
様
（
大
阪
府
）
、

濱
口
正
道
様
（
熊
本
県
）
、
米
谷
友
光
様
（
北
海

道
）
、
匿
名
９
名
の
計
20
名
の
方
か
ら
６
２
万
円

の
寄
附
を
頂
い
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

お
礼
品
と
し
て
、
天
草
の
お
刺
身
セ
ッ
ト
、
天

草
大
王
タ
タ
キ
、
天
草
エ
ア
ラ
イ
ン
航
空
券
、
車

海
老
、
﨑
津
の
干
し
物
、
天
草
豚
肉
、
黒
毛
和
牛

肉
セ
ッ
ト
、
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
、
ポ
ン
カ
ン
、
デ

コ
ポ
ン
、
パ
ー
ル
柑
な
ど
を
送
り
ま
し
た
。
寄
附

金
は
、
﨑
津
世
界
遺
産
Ｐ
Ｒ
の
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
や
河

浦
歴
史
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
等
に
有
効
利
用

し
て
い
き
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
方
々
か
ら
「
ふ
る
さ
と

応
援
寄
附
金
」
を
い
た
だ
き
ま
し
た
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第
２３
回
「
か
わ
う
ら
エ
ン
ジ
ョ
イ
ミ
ニ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
！市

民
の
健
康
づ
く
り
と
親
睦
の
た
め
、
「
第
23

回
か
わ
う
ら
エ
ン
ジ
ョ
イ
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
」
が
開
催
さ
れ
、
河
浦
町
内
の
区
対
抗
戦
で
お

こ
な
わ
れ
、
43
チ
ー
ム
が
和
気
あ
い
あ
い
と
熱
戦

を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

期
日
：
平
成
２９
年
６
月
２３
日
（
日
）
８
時
半
開
会

会
場
：
河
浦
中
央
体
育
館

【
結
果
】

○
男
子
フ
リ
ー
の
部

優
勝
：
上
津
留
区
、
２
位
：
中
村
区
、

３
位
：
宮
野
河
内
、
白
木
河
内
区

○
男
子
40
歳
以
上
の
部

優
勝
：
白
木
河
内
区
、
２
位
：
久
留
区

○
女
子
フ
リ
ー
の
部

優
勝
：
葛
河
内
区
、
２
位
：
白
木
河
内
区
、

３
位
：
下
田
区

○
50
歳
以
上
混
合
の
部

優
勝
：
小
島
・
船
津
区
、
２
位
：
下
田
区
、

３
位
：
葛
河
内
区
、
平
野
区



Ｗ
Ｓ
と
「
天
草
地
域
雇
用
創
出
協
議

会
」
と
の
全
体
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

１
月
29
日
13
時
～
15
時
半
ま
で
河
浦
支

所
で
、
河
浦
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
第
２
回
５

策
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
及
び
天
草
地
域
雇
用
創
出

協
議
会
と
の
全
体
会
が
開
催
さ
れ
約
40
名
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
河
浦
高
校
の
跡
地
利
用

や
振
興
施
策
を
県
と
協
働
で
行
っ
て
い
く
事
が

話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は

今
年
度
の
反
省
と
来
年
度
に
向
け
て
の
計
画
を

班
に
分
か
れ
て
話
し
合
い
、
班
別
の
発
表
を
行

い
ま
し
た
。
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９
月
24
日
、
河
浦
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
主
催
の

「
地
区
対
抗
総
合
球
技
大
会
」
が
河
浦
総
合
運
動

場
を
主
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

住
民
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
毎

年
開
催
さ
れ
、
地
区
住
民
約
５
０
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

競
技
は
町
内
５
地
区
対
抗
で
野
球
や
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
、
今
年
か
ら
小
学
生
の
ア
ジ
ャ
タ
を
追
加
し

全
12
種
目
で
競
わ
れ
ま
し
た
。

総
合
優
勝
を
目
指
し
各
種
目
が
熱
戦
を
展
開
。

そ
の
結
果
、
上
一
町
田
地
区
が
総
合
優
勝
し
ま
し

た
。

「
し
め
縄
づ
く
り
講
習
会
」
を
開
催

11
月
20
日
に
一
町
田
コ
ミ
セ
ン
前
の
広
場
で
、

「
河
浦
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
④
福
祉
の
ま
ち
づ

く
り
」
の
計
画
の
中
で
の
「
し
め
縄
づ
く
り
講
習

会
」
が
開
催
さ
れ
、
約
20
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。

８
月
25
日(

金)

か
ら
27
日(

日)

ま
で
、
河
浦

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
委
員
等
１４
名
で
、
同
じ
世
界

遺
産
を
目
指
す
長
崎
県
の
新
上
五
島
町
を
視
察
研

修
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
２
年
に
１
回
実
施
し
て

い
る
協
議
会
役
員
の
視
察
研
修
は
、
世
界
遺
産
登

録
へ
の
地
域
の
機
運
と
、
﨑
津
長
崎
間
の
航
路
就

航
促
進
の
た
め
、
本
庁
の
政
策
推
進
事
業
費
を
活

用
し
、
新
上
五
島
町
と
天
草
市
の
地
域
間
交
流
を

深
め
る
目
的
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

25
日
14
時
に
﨑
津
港
よ
り
高
速
船
ビ
ッ
グ
ア

ー
ス
号
で
出
航
し
長
崎
市
で
前
泊
。
26
日
８
時
同

船
で
出
航
し
新
上
五
島
町
の
鯛
ノ
浦
港
に
到
着
。

港
で
新
上
五
島
町
観
光
商
工
課
の
安
永
課
長
と

文
化
財
課
の
高
橋
係
長
が
横
断
幕
で
出
迎
え
て
頂

き
、
レ
ン
タ
カ
ー
に
分
乗
し
各
施
設
を
案
内
し
て

頂
き
ま
し
た
。

最
初
に
訪
問
し
た
旧
鯛
ノ
浦
教
会
は
、
戦
後
増

築
の
際
に
被
爆
レ
ン
ガ
を
使
用
し
た
教
会
と
し
て

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
岩
を
く
り
ぬ
い
た
所
に
マ
リ

ア
像
が
あ
り
祈
り
の
広
場
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、
「
崎
浦
の
五
島
石
集
落
景
観
」
を
視
察
。
海

岸
に
露
出
す
る
砂
岩
質
の
「
五
島
石
」
は
幕
末
か

ら
近
代
に
か
け
て
採
掘
さ
れ
、
平
戸
や
長
崎
市
の

石
畳
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
五
島
石
を
外
壁

に
用
い
た
「
頭
ヶ
島
天
主
堂
」
は
、
重
厚
な
雰
囲

気
で
し
た
。
こ
こ
で
は
、
住
民
が
静
か
な
暮
ら
し

が
で
き
る
よ
う
「
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
」
と
言

う
休
止
の
空
港
に
い
っ
た
ん
車
を
置
い
て
電
気
自

動
車
に
乗
り
か
え
て
教
会
に
向
か
う
事
を
試
行
し

て
お
ら
れ
ま
し
た
。
午
後
か
ら
「
鉄
川
与
助
生
誕

地
」
を
視
察
。
旧
家
屋
は
老
朽
化
で
解
体
さ
れ
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
広
場
に
し
て
あ
り
ま
し
た
。

新
上
五
島
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た

平
成
29
年
度
「
地
区
対
抗
総
合
球
技
大

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

「
青
砂
ヶ
浦
天
主
堂
」
、
「
大
曽
教
会
」
、
「
得

雄
寺
」
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）
な
ど
も
視
察
。

見
る
全
て
の
教
会
と
こ
の
寺
も
鉄
川
与
助
の
設
計

施
工
で
し
た
。

今
回
の
研
修
で
、
整
然
と
し
た
町
並
み
、
お
も

て
な
し
の
心
、
地
域
の
住
民
が
困
ら
ぬ
よ
う
な
ル

ー
ル
づ
く
り
な
ど
、
参
考
に
な
る
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
し
た
。
同
じ
世
界
遺
産
を
目
指
す
地
域

と
し
て
、
さ
ら
に
交
流
を
深
め
、
情
報
発
信
を
す

る
重
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

河
浦
ま
ち
協
の
「
第
１
回
５
策
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
催
し
ま
し
た

９
月
８
日
、
河
浦
支
所
で
、
「
河
浦
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
」
の
５
策
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し

ま
し
た
。

①
歴
史
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
、
②
地

域
資
源
を
活
か
す
ま
ち
づ
く
り
、
③
魅
力
発
信
の

ま
ち
づ
く
り
、
④
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
、
⑤
暮
ら

し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
の
５
つ
の
部
門
に
分
か
れ

意
見
を
出
し
合
い
、
班
別
に
発
表
を
し
ま
し
た
。



11
月
25
日
～
26
日
（
土
日
）
に
「
河
浦
町

文
化
祭
（
主
催
：
天
草
市
芸
術
文
化
協
会
・
河
浦

地
区
文
化
協
会
）
が
開
催
さ
れ
、
共
催
で
「
狩
猟

女
子
講
演
会
」
（
主
催
：
河
浦
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
）
を
26
日
（
15
時
～
17
時
）
に
一
町
田
コ

ミ
セ
ン
で
開
催
し
、
文
化
祭
・
講
演
会
の
通
算
で

約
250
名
（
町
内
200
名
、
町
外
50
名
）
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。

演
題
は
「
食
べ
物
か
ら
、
自
分
の
暮
ら
し
を
見

つ
め
な
お
す
。
福
岡
・
糸
島
で
狩
猟
に
挑
戦
。
」

で
、
3.11
を
き
っ
か
け
に
、
大
量
生
産
大
量
消
費
の

暮
ら
し
に
危
機
感
を
感
じ
、
自
分
の
暮
ら
し
を
自

分
で
作
る
べ
く
活
動
中
。
2011
年
か
ら
動
物
の
解
体

を
学
び
、
今
は
鳥
を
絞
め
て
食
べ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
開
催
し
て
い
て
、
2013
年
狩
猟
免
許
取
得
。

罠
に
よ
る
狩
り
を
始
め
ら
れ
、
獲
物
の
皮
な
め
し

や
「
イ
ノ
シ
シ
皮
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
成
」
な
ど

も
修
行
す
る
傍
ら
現
在
は
福
岡
県
糸
島
市
に
て
、

食
べ
も
の
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
仕
事
を
自
分
た
ち
で

作
る
「
い
と
し
ま
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
」
も
運
営
し
て

お
ら
れ
、
た
い
へ
ん
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

河
浦
文
化
祭
と
共
催
で
「
狩
猟
女
子
講
演

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
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日
は
ミ
カ
ン
狩
り
、
小
中
学
校
訪
問
、
コ
レ
ジ
ヨ

館
、
12
日
は
立
原
神
社
参
拝
、
﨑
津
教
会
見
学
、

高
浜
焼
ア
ズ
レ
ー
ジ
ヨ
作
製
体
験
、
イ
ル
カ
ウ
ォ

ッ
チ
ン
グ
（
悪
天
候
で
体
験
で
き
ず
）
、
13
日
は

熊
本
城
見
学
の
予
定
で
し
た
が
、
小
中
学
校
は
大

雪
で
休
校
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

よ
っ
て
、
移
動
は
チ
ー
ェ
ン
を
付
け
た
車
で
の

移
動
と
な
り
、
日
程
は
、
11
日
の
午
前
は
コ
レ
ジ

ヨ
館
見
学
、
午
後
は
﨑
津
教
会
見
学
の
あ
と
高
浜

焼
体
験
、
夜
の
愛
夢
里
で
は
、
以
前
浦
河
を
訪
問

し
た
河
浦
の
小
学
生
２
名
の
み
が
会
い
に
来
た
以

外
は
小
中
学
生
と
は
会
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

12
日
も
雪
の
中
で
の
立
原
神
社
参
拝
後
、
教
職

員
し
か
い
な
い
小
中
学
校
の
訪
問
と
な
り
ま
し
た

が
、
午
後
か
ら
は
急
遽
お
願
い
し
た
宮
野
河
内
の

加
温
ハ
ウ
ス
で
の
デ
コ
ポ
ン
収
穫
を
楽
し
ん
だ
あ

と
、
熊
本
市
内
へ
移
動
し
ま
し
た
。

熊
本
は
雪
も
積
も
っ
て
お
ら
ず
13
日
は
復
興
中

の
熊
本
城
を
見
学
後
、
熊
本
空
港
か
ら
帰
路
に
つ

か
れ
ま
し
た
。
タ
イ
ミ
ン
グ
悪
く
大
雪
の
天
草
を

体
験
さ
れ
た
浦
河
町
の
訪
問
団
の
皆
さ
ん
、
今
度

は
天
気
の
良
い
天
草
を
ぜ
ひ
、
見
に
来
て
く
だ
さ

い
。

河浦まちづくり協議会広報誌 

12
月
9
日
、
13
時
～
16
時
ま
で
河
浦
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
の
①
歴
史
文
化
の
ま
ち
づ
く

り
部
会
主
催
で
、
「
か
わ
う
ら
南
蛮
文
化
コ
ー

ス
」
の
ま
ち
歩
き
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
が
実
施
さ

れ
、
韓
国
や
中
国
の
出
身
者
を
含
む
約
30
人

が
、
約
2.5
㎞
の
コ
ー
ス
を
探
訪
し
ま
し
た
。

天
草
コ
レ
ジ
ヨ
館
で
河
浦
の
南
蛮
文
化
に
つ

い
て
の
説
明
を
受
け
た
あ
と
、
川
嵜
富
人
市
文

化
財
保
護
審
議
会
会
長
の
案
内
で
、
キ
リ
ス
ト

教
宣
教
師
ル
イ
ス
・
ア
ル
メ
イ
ダ
の
上
陸
地
点

の
下
田
の
丸
山
や
、
河
内
浦
城
跡
、
崇
円
寺
、

安
養
寺
、
信
福
寺
な
ど
を
巡
り
ま
し
た
。

北
海
道
浦
河
町
か
ら
小
中
学
生
含
む

13
名
の
訪
問
が
あ
り
ま
し
た

「
か
わ
う
ら
南
蛮
文
化
コ
ー
ス
」
ま
ち
歩

き
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

1
月
10
日
～
13
日
ま
で
、
天
草
市
（
河
浦

町
）
と
友
好
交
流
町
を
締
結
し
て
い
る
、
北
海
道

浦
河
町
よ
り
小
中
学
生
を
含
む
13
名
の
訪
問
が
あ

り
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
大
雪
の
天
候
に
重
な
っ
て
し
ま
い
、

10
日
の
天
草
空
港
到
着
も
1
時
間
以
上
遅
れ
最

終
便
は
欠
航
し
て
し
ま
い
、
さ
ら
に
予
定
で
は
11
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1
月
19
日
19
時
半
よ
り
一
町
田
コ
ミ
セ
ン

で
、
熊
本
県
庁
危
機
管
理
防
災
課
よ
り
青
山
幸
久

さ
ん
を
講
師
に
「
自
主
防
災
講
演
会
」
が
開
催
さ

れ
約
70
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
（
河
浦
自
主

防
災
会
主
催
、
河
浦
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
、
河
浦

支
所
共
催
）
。

講
演
で
は
「
防
災
・
減
災
ク
ロ

ス
ロ
ー
ド
ゲ
ー
ム
」
と
い
う
、
災
害
が
発
生
し
た

場
合
に
す
ぐ
に
避
難
す
る
か
？
し
ば
ら
く
様
子
を

見
る
か
？
を
、
「
イ
エ
ス
」
か
「
ノ
ー
」
を
全
員

で
考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
開
催
さ
れ
、
水

害
、
台
風
、
火
災
な
ど
様
々
な
災
害
が
発
生
し
た

際
に
、
地
域
の
住
民
が
自
主
的
に
避
難
な
ど
を
行

う
事
の
重
要
性
を
学
び
ま
し
た
。
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2
月
1
日
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
伊
藤
德

彦
さ
ん
が
河
浦
支
所
に
就
任
さ
れ
、
中
村
市
長
よ

り
辞
令
の
交
付
が
あ
り
ま
し
た
。
伊
藤
さ
ん
に
は

海
外
留
学
の
経
験
や

多
様
な
経
歴
・

職
歴
を
活
か
し
、

情
報
発
信
を
海
外

へ
も
行
っ
て
い
た

だ
き
、
天
草
市
や

河
浦
の
観
光
振
興

や
河
浦
の
ま
ち
づ

く
り
に
活
か
し
て

頂
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

河浦まちづくり協議会広報誌 
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
伊
藤
德
彦
さ
ん
が

河
浦
支
所
に
就
任
さ
れ
ま
し
た

編
集
後
記

思
っ
た
よ
り
早
い
桜
の
季
節
の
訪
れ
に
あ
わ
た
だ

し
く
編
集
に
追
わ
れ
る
編
集
室
で
す
。
本
年
も
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

富
津
ラ
ボ
研
究
発
表
会
「
崎
津
・
今
富
の

未
来
を
語
る
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

3
月
4
日
10
時
～
15
時
ま
で
﨑
津
漁
協
で

「
あ
ま
く
さ
﨑
津
春
祭
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
■
主
催
：
天
草
市
（
世
界
遺
産
推
進
室
）

■
後
援
：
熊
本
県
、
長
崎
県
、
南
島
原
市

■
協
力
：
天
草
漁
業
協
同
組
合
﨑
津
支
所

富
津
地
区
振
興
会
主
催
の
健
康
づ
く
り
歩
こ
う

大
会
も
同
時
開
催
さ
れ
、
177
人
が
4.5km

の
コ

ー
ス
を
歩
き
ま
し
た
。
河
浦
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

の
会
員
も
一
緒
に
歩
き
ま
し
た
が
昨
夜
の
雨
が
嘘

の
よ
う
に
天
気
も
良
く
、
素
晴
ら
し
い
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
日
和
で
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
地
元
の
﨑
津
保
育
園
の
発
表

会
、
河
浦
中
学
生
吹
奏
楽
部
の
演
奏
、
﨑
津
ハ
イ

ヤ
の
踊
り
の
ほ
か
、
「
や
う
ち
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
」
の

お
笑
い
ス
テ
ー
ジ
、
「
ア
ダ
チ
宣
社
」
の
チ
ン
ド

ン
屋
、
「M

.V.S

」
の
ゴ
ス
ペ
ルLIVE

、
「
ば
っ

て
ん
城
次
」
の
肥
後
に
わ
か
コ
ン
ト
の
ほ
か
、
﨑

津
カ
レ
ー
や
各
種
の
出
店
の
出
店
で
約
1,000
人
の
参

加
が
あ
り
、
大
変
賑
わ
い
ま
し
た
。

最
後
は
、
世
界
遺
産
登
録
を
目
指
し
て
の
「
風

船
リ
リ
ー
ス
」
が
あ
り
、
大
空
に
参
加
者
全
員
の

夢
が
舞
い
上
が
っ
て
行
き
ま
し
た
。

河
浦
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
主
催
「
薬
草
講

演
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

2
月
24
日
富
津
ラ
ボ
研
究
発
表
会
「
崎
津
・

今
富
の
未
来
を
語
る
」
（
熊
大

田
中
尚
人
准
教

授
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
部
崎
津
・
今
富
フ
ッ
ト
パ
ス
体
験
会
で

は
、
崎
津
コ
ー
ス
と
今
富
コ
ー
ス
の
2
コ
ー
ス
に

分
か
れ
、
散
策
し
な
が
ら
地
域
の
方
々
と
の
交
流

を
楽
し
み
ま
し
た
。
み
ん
な
で
ラ
ン
チ
後
、
富
津

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
に
て
第
２
部
の
「
富

津
ラ
ボ
研
究
発
表
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
上
五
島
町
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
、
瀬
戸
美

咲
さ
ん
の
基
調
講
演
「
私
と
、
地
域
お
こ
し
と
、

移
動
カ
フ
ェ
」
の
あ
と
、
「
崎
津
・
今
富
の
未
来

を
語
る
」
と
題
し
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

発
表
会
終
了
時
に
崎
津
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
を
し
て
い
る
河
浦
中
学
校
の
生
徒
4
名
が
実
際

の
ガ
イ
ド
を
し
た
あ
と
到
着
、
地
域
を
紹
介
す
る

純
粋
な
気
持
ち
を
ひ
と
り
ず
つ
話
し
、
和
や
か
な

ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

河浦まちづくり 

協議会 事務所 

（市河浦支所内）

TEL 76-1111 

有線 6811

「
自
主
防
災
講
演
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た

河
浦
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
主
催
「
薬
草
講
演

会
」
が
、
３
月
３
日
（
土
）
午
後
１
時
か
ら
３
時

半
ま
で
一
町
田
コ
ミ
セ
ン
で
開
催
さ
れ
40
名
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。

小
岱
山
薬
草
の
会
（
玉
名
市
）
会
長
の
宮
永
マ

ス
子
さ
ん
と
会
員
の
坂
本
正
詮
さ
ん
を
講
師
に
、

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
薬
効
と
料
理
方
法
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

講
演
会
終
了
後
、
薬
草
料
理
教
室
が
開
催
さ

れ
、
滋
養
強
壮
に
効
果
の
あ
る
「
ノ
ビ
ル
の
チ
ジ

ミ
」
と
健
胃
・
整
腸
・
強
壮
作
用
が
あ
る
「
タ
ン

ポ
ポ
の
ベ
ー
コ
ン
巻
」
を
全
員
で
調
理
し
ま
し

た
。参

加
者
か
ら
は
「
知
ら
な
い
薬
草
が
知
れ
て
、

料
理
に
も
使
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
。
」
「
も
っ

と
薬
草
の
研
修
の
機
会
を
増
や
し
て
欲
し
い
。
」

と
の
感
想
も
あ
り
ま
し
た
。

天
草
市
主
催
「
天
草
・
﨑
津
春
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た


